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Ａ．研究目的 
 ヨウ素125シード線源を用いた小線源療

法に関する前向きコホート研究（JPOPS, 
Japanese Prostate Cancer Outcome 
Study of Permanent I-125 seed 
Implantation）で収集されたデータは、世

界的に類をみない良質なビッグデータで

ある。本研究の目的は、JPOPS研究によ

って得られたビッグデータを用いて、機械

学習手法に基づく前立腺癌の予後予測シ

ステムを開発することである。 
 
Ｂ．研究方法 
 JPOPS コホート１とコホート２の解析

対象元データ（6431 症例）から解析用に

予後との関連があると考えらえるデータ

項目を使用した。機械学習手法として、ロ

ジスティック回帰、サポートベクターマシ

ン、ランダムフォレスト、ニューラルネッ

トワークの４種類を使用し、PSA 再発の

有無を予測した。前年度の結果であるコホ

ート１のみ（1338 症例）を用いた予測結

果との比較を行い、症例数を増やした場合

の効果を検討した。 
（倫理面への配慮） 
本研究はすでにJPOPSで登録され、匿

名化された既存データのみを用いる観察

研究であり、患者への侵襲は伴わない。

JPOPS研究のコホート1およびコホート2
のデータセット原本については臨床研究

情報センターにおいて厳重に管理されて

いる。また、駒澤大学へのデータの移送に

おいては、フォルダにパスワードをかけて

暗号化した。 
 
Ｃ．研究結果 
 図１にコホート１のみとコホート１と

２を使用した場合の予測性能（receiver 
operating characteristic 曲 線 の area 
under the curve: AUC）の比較結果を示す。

全ての機械学習手法で、コホート１と２を

両方用いた場合の方が予測性能が高かっ

た。 

研究要旨：JPOPSコホート１とコホート２症例を使用し、機械学習技術に基づく、

前立腺癌の予後予測モデルの性能向上を試みた。PSA再発の有無を複数の機械学

習手法（ロジスティック回帰、サポートベクターマシン、ランダムフォレスト、

ニューラルネットワーク）に基づき予測し、症例数の違いによる予測結果を比

較した。JPOPSで収集されたデータは世界的に類をみない良質なビッグデータで

あり、より多くの症例を収集することの重要性が示唆された。 
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図１ コホート１のみとコホート１と２

を使用した場合のPSA再発予測結果 
 
Ｄ． 考察 
 JPOPSは非常に多くのデータ項目かつ

大規模な症例数を有する良質なビッグデ

ータであり、様々な種類の情報が収集され

ている。本年度の結果から、症例数が多い

ほど予測性能が高くなることが分かり、質

の高い医療ビッグデータの重要性が確認

できた。 
 
Ｅ． 結論 
 JPOPSコホート１とコホート２症例を

用いて、機械学習技術に基づきPSA再発の

有無を予測した。より多くの症例を収集す

ることで、予測性能が高くなる可能性が示

唆された。 
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